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2 .   起 業  

 佐 伯 正 浩 氏 は 、 起 業 す る 少 し ま え 、 保 育 士 の 久 美 子 氏 と 出 会 い 、

結 婚 し て 所 帯 を も っ た 。 結 婚 後 、 半 年 ほ ど で 独 立 を 決 め た 佐 伯 氏 で

あ っ た が 、 久 美 子 氏 の 支 え も あ っ て ス ム ー ズ に 次 の ス テ ッ プ へ 進 む

こ と が で き た 。そ し て 、 1 9 8 9 年 9 月 に 今 治 市 小 泉 に グ リ ー ン メ ン

テ ナ ン ス を 創 業 し 、 2 9 歳 で 独 立 を 果 た し た 。 2 0 0 2 年 4 月 に は 有

限 会 社 に 改 組 し 現 在 に 至 る が 、 2 02 4 年 9 月 で 創 業 か ら 3 5 年 を 迎

え る 。  

 

表 1   グ リ ー ン メ ン テ ナ ン ス の 事 業 内 容  

 

出 典 ： 佐 伯 正 浩 氏 提 供 資 料 よ り 作 成 。  

 

会 社 理 念 は 、「汚 水（ 排 水 ）処 理 施 設 に 係 る 業 務 を 中 心 に 、汚 水（ 排

水 ） 処 理 と 産 業 廃 棄 物 処 理 及 び 機 械 設 備 の 設 置 ・ 提 案 を 、 愛 媛 県 内

の 企 業 の 皆 様 に 独 自 の ノ ウ ハ ウ と 技 術 で お 届 け し ま す 」 で あ る 。  

 事 業 内 容 は 表 1 に ま と め た よ う に 、汚 水・排 水 処 理 に 関 連 す る 業
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務 全 般 を カ バ ー し て お

り 、そ の ほ か に も 産 業 廃

棄 物 処 理 や 機 械 設 備 設

置 に 関 わ る 業 務 を お こ

な っ て い る 。こ れ ら の 業

務 を 遂 行 す る た め に 、佐

伯 氏 は 独 立 を 決 め て か

ら 1 年 ほ ど の 間 に 水 質

関 係 第 四 種 公 害 防 止 管

理 者（ 国 家 資 格 ）や 浄 化

槽 管 理 士 な ど の 事 業 に

必 要 な 資 格 を 取 得 し た 。

浄 化 槽 管 理 士 は 19 83 年 浄 化 槽 法 に も と づ い て 設 け ら れ た 資 格 で あ

り 、 当 時 は 試 験 の 回 数 も 講 習 会 場 も 限 定 さ れ て お り 、 佐 伯 氏 は 三 重

県 ま で 足 を 運 び 、 講 習 ・ 試 験 を 受 け た 。  

 

    

グ リ ー ン メ ン テ ナ ン ス の 事 務 所 に は  

資 格 証 明 証 や 業 務 許 可 証 な ど が と こ ろ せ ま し と 掲 示 さ れ て い る  

 

 

グ リ ー ン メ ン テ ナ ン ス 本 社 の 倉 庫 に は  

と こ ろ 狭 し と 機 械 や 道 具 が 置 い て あ る  
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こ れ ら の 資 格 と 並 行 し て 、 会 社 運 営 に は 自 治 体 の 許 可 が 必 要 で あ

り 、 グ リ ー ン メ ン テ ナ ン ス で は 以 下 の 業 務 に お い て 愛 媛 県 の 許 可 ・

登 録 を 得 て い る 。  

・  劇 物 毒 物 一 般 販 売 業  

・  産 業 廃 棄 物 収 集 ・ 運 搬 業 務  

・  特 別 管 理 産 業 廃 棄 物 収 集 ・ 運 搬 業 務  

・  機 械 器 具  設 置 工 事 業 務  

 

産業の盛衰とグリーンメンテナンス  

 

 創 業 当 初 、 グ リ ー ン メ ン テ ナ ン ス の 取 引 先 は 、 在 間 染 工 （ 株 ） や

泉 川 染 工（ 株 ）、越 智 源（ 株 ）な ど 数 社 あ り 、浪 速 環 境 技 術 セ ン タ ー

に 所 属 し て い た と き か ら 世 話 に な っ て い た 染 色 加 工 業 者 の 排 水 処

理・管 理・運 営 に あ た っ た 。仕 事 を 請 け 負 っ て 現 場 で 作 業 を す る 際 、

佐 伯 氏 は い つ も 「 平 身 低 頭 」 を 忘 れ な い よ う に し て い る 。 そ れ は 昔

も い ま も 変 わ ら な い 。 浪 速 環 境 技 術 セ ン タ ー 時 代 か ら 染 色 加 工 業 者

を は じ め 今 治 の 人 た ち に は 良 く し て も ら っ た と い う 恩 義 が あ る 。 独

立 し て か ら は な お さ ら で あ る 。  

 グ リ ー ン メ ン テ ナ ン ス が 創 業 し た 1 9 8 9 年 は ま だ 右 肩 上 が り の 成

長 を 遂 げ て い た タ オ ル 業 界 で あ る が 、こ の 数 年 後 に 苦 境 に 突 入 す る 。

バ ブ ル 経 済 の 崩 壊 や 中 国 を 主 と す る 外 国 製 タ オ ル の 大 量 流 入 に よ っ

て タ オ ル の 売 れ 行 き が 鈍 化 し 、 生 産 量 、 事 業 所 数 、 従 業 者 数 と も に

減 少 し 、 タ オ ル 業 界 は 長 い 低 迷 の 時 代 を 迎 え た 。  

図 2 は 、今 治 の 染 色 加 工 業 者 数 の 推 移 で あ る 。グ リ ー ン メ ン テ ナ

ン ス 創 業 時 の 198 9 年 は 2 3 社 を 数 え た 染 色 加 工 業 者 は 、 2 0 0 0 年

に 1 9 社 、 2 0 0 5 年 に は 1 3 社 に ま で 減 少 し た 。 そ し て 現 在 は 7 社

（ 愛 媛 県 繊 維 染 色 工 業 組 合 の 組 合 員 数 は 8 社 だ が 実 質 の 稼 働 は 7

社 ） と な っ て い る 。  
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  創 業 当 時 の グ リ ー ン

メ ン テ ナ ン ス の 主 要 取

引 先 は タ オ ル づ く り に

携 わ る 染 色 加 工 業 者 だ

っ た た め 、 タ オ ル 業 界

の 低 迷 は 事 業 の 業 績 に

大 き な 影 響 を 与 え た が 、

1 9 9 1 年 頃 に タ オ ル と

は ま っ た く 別 の と こ ろ

で 新 た な 大 口 の 取 引 が

は じ ま っ た 。 そ れ が ハ

リ ソ ン 電 機 （ 株 ） で あ

る 。  

 

 

図 2   今 治 の 染 色 加 工 業 者 数 の 推 移  

 

出 典 ： 愛 媛 県 繊 維 染 色 工 業 組 合 提 供 資 料 よ り 作 成 。  

 

ハ リ ソ ン 電 機 は 、 東 京 芝 浦 電 機 （ 株 ）（ 現 ・（ 株 ） 東 芝 ） に よ っ て

1 9 4 4 年 に 設 け ら れ た 今 治 工 場 を 前 身 と す る が 、 戦 後 に 東 京 芝 浦 電

 

 

愛 媛 県 繊 維 染 色 工 業 組 合  

（ 愛 媛 県 繊 維 染 色 工 業 組 合 H P よ り 引 用 ）  
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機 が 過 度 経 済 力 集 中 排 除 法   の 適 用 を う け て 分 離 さ れ た 結 果 、

1 9 5 0 年 に 新 た に 設 立 さ れ た 会 社 で あ る 。 同 社 は 、 設 立 当 初 よ り 自

動 車 用 小 形 電 球 を 主 力 事 業 と し て い る が 、 198 6 年 に 冷 陰 極 放 電 灯

（ 液 晶 バ ッ ク ラ イ ト 用 光 源 ） の 生 産 に 着 手 し 、 自 動 車 用 や コ ン ピ ュ

ー タ 用 に 急 速 に 普 及 し て い き 、 冷 陰 極 放 電 灯 で 世 界 一 位 の シ ェ ア を

も つ 会 社 に 成 長 し た 。 そ の 後 、 同 社 は 、 200 0 年 に 東 芝 ラ イ テ ッ ク

（ 株 ） の 一 部 事 業 を 統 合 し て ハ リ ソ ン 東 芝 ラ イ テ ィ ン グ （ 株 ） に 改

組 ・ 改 称 さ れ 、 20 12 年 に は 東 芝 ラ イ テ ッ ク （ 株 ） に 吸 収 合 併 さ れ

た 。  

グ リ ー ン メ ン テ ナ

ン ス は 、 ハ リ ソ ン 電

機 の 工 場 か ら 出 る 産

業 廃 棄 物 の 処 理 や 排

水 処 理 施 設 の 管 理 を

請 け 負 う よ う に な り 、

し ば ら く は 売 上 の

7 0 %を 占 め る よ う に

な っ た 。 会 社 の 売 上

も 上 昇 し 、佐 伯 氏 は 3

名 の 技 術 者 を 新 し く

採 用 し た 。 し か し な

が ら 、2 0 1 0 年 頃 に な

る と 国 内 の コ ン ピ ュ

ー タ 生 産 が 韓 国 の （ 株 ） サ ム ソ ン な ど 後 進 勢 力 に よ っ て 市 場 を 奪 わ

れ 、 生 産 量 が 激 減 し た 。 こ の 影 響 で 長 期 に わ た る 事 業 の 低 迷 に よ り

業 績 が 悪 化 し た 、 現 在 の 東 芝 ラ イ テ ッ ク （ 株 ） 今 治 事 業 所 か ら の 依

頼 で 話 し 合 い が も た れ 、 2 0 1 3 年 9 月 に 双 方 の 協 議 の う え 、契 約 分

に つ い て の 委 託 が 打 ち 切 ら れ た 。 当 時 、 グ リ ー ン メ ン テ ナ ン ス の 売

上 の 7 0 %が 東 芝 ラ イ テ ッ ク 今 治 事 業 所 か ら の も の で あ っ た た め 、佐

伯 氏 は 経 営 の 危 機 に 直 面 し た 。  

 

 

「（ 旧 ） ハ リ ソ ン 電 機 （ 株 ）」  

当 時 の 航 空 写 真 （ 1 9 9 2 年 当 時 ）  

写 真 提 供 ： 東 芝 ラ イ テ ッ ク （ 株 ） 今 治 事 業 所  

LOOKS
ノート注釈
1947年に財閥解体による経済民主化政策の一環として制定された法律。同法の第一条には「平和的且つ民主的な国家を再建するための方策の一環として、できるだけ速やかに過度の経済力の集中を排除し、国民経済を合理的に再編成することによつて、民主的で健全な国民経済再建の基礎を作ることを目的」とするとある。
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地元産業あってのグリーンメンテナンス  

 

 四 国 タ オ ル 工 業 組 合 （ 現 ・ 今 治 タ オ ル 工 業 組 合 ） は 、 2 0 0 6 年 6

月 、 J A P A N ブ ラ ン ド 育 成 支 援 事 業 の 認 可 を う け て 今 治 タ オ ル ブ ラ

ン ド の 構 築 に 向 け て 動 き 出 し た （ 今 治 タ オ ル の J A P A N ブ ラ ン ド 育

成 支 援 事 業 に つ い て は「 タ オ ル び と 」 2 0 1 3 年 4 月 号 〜 7 月 号 を 参

照 ）。こ の 成 果 は 徐 々 に あ ら わ れ 、19 91 年 の 5 0 , 4 5 6ｔ を 境 に 下 降

し て い た 生 産 量 は 2 0 0 9 年 の 9 , 38 1ｔ を 底 と し て 、2 0 1 0 年 に は 上

昇 に 転 じ た （ 今 治 タ オ ル 工 業 組 合 統 計 デ ー タ 「 企 業 数 、 織 機 台 数 、

革 新 織 機 台 数 、 従 業 員

数 、綿 糸 引 渡 数 量 、生 産

量 、輸 出・輸 入 数 量 の 推

移 」）。  

 冷 陰 極 放 電 灯 に 代 わ

っ て 今 治 タ オ ル が ブ ラ

ン ド 化 の 成 功 で ふ た た

び 活 気 を と り 戻 し 、

2 0 1 3 年 以 降 、 グ リ ー

ン メ ン テ ナ ン ス の コ ア

事 業 で あ る 汚 水 ・ 排 水

処 理 事 業 で 現 在 は 売 上

の 7 割 を 占 め る よ う に

な っ た 。「 タ イ ミ ン グ 的 に 良 か っ た の は 、東 芝 ラ イ テ ッ ク さ ん と タ オ

ル が 同 時 に 下 降 し な か っ た こ と で す ね 。 東 芝 ラ イ テ ッ ク さ ん が 下 降

し た と き に タ オ ル が 伸 び て 元 気 に な っ て く れ て 『 あ ぁ 、 タ オ ル 業 界

で 一
い ち

か ら が ん ば ろ う 』 と お も い ま し た ね 」 と 佐 伯 氏 。  

グ リ ー ン メ ン テ ナ ン ス は 創 業 以 来 、 口 伝 え で 取 引 先 を 増 や し て い

っ た 。 あ る 企 業 と 取 引 が は じ ま る と 、 そ の 企 業 が 「 あ そ こ が 困 っ て

い る か ら 行 っ て あ げ て や 」 と 新 し い 取 引 先 を 紹 介 し て く れ た 。 こ う

 

今 治 タ オ ル 工 業 組 合 が 入 っ て い る テ ク ス ポ ー ト 今 治  

（ 今 治 市 観 光 課 よ り 提 供 ）  
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し て 、い ま で は 今 治 の 染 色 加 工 業 者 の ほ ぼ す べ て と 取 引 を し て い る 。 

 佐 伯 氏 は 、 グ リ ー ン

メ ン テ ナ ン ス の 将 来 を

見 据 え て 、 既 存 事 業 に

く わ え 総 合 的 な コ ン サ

ル テ ィ ン グ 業 務 も 視 野

に 入 れ て い る 。 S D G s

が 叫 ば れ る 現 代 社 会 に

お い て 、 環 境 問 題 は わ

れ わ れ の 日 常 生 活 と と

も に あ る 。 佐 伯 氏 は 、

既 存 事 業 の 延 長 線 上 に 、

環 境 関 係 の 処 理 施 設 を

有 し て い る 事 業 所 に 対

し て ア ド バ イ ス を す る こ と で 、 な る べ く 快 適 で コ ス ト の か か ら な い

現 場 づ く り に 貢 献 し た い と 考 え て い る 。 コ ン サ ル テ ィ ン グ 業 務 も 兼

ね る こ と で 、 環 境 整 備 を 総 合 的 に プ ロ デ ュ ー ス す る と い う イ メ ー ジ

で あ る 。  

 （ 次 号 に つ づ く ）  

 

 

（ 有 ） グ リ ー ン メ ン テ ナ ン ス と 書 か れ た 2 t ト ラ ッ ク  


